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１
日
（
火
）
安
全
指
導
・
安
全
点
検

保
護
者
会
（
５
６
）

２
日
（
水
）
六
年
生
を
送
る
会

今
月
の
目
標
は
「
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
を

３
日
（
木
）
委
員
会
活
動

し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。」
で
す
。

か
ら
二
学
期
制
か
ら
三
学
期
制
に
戻
り
ま
す
。

４
日
（
金
）
保
護
者
会
（
３
４
）

学
校
で
使
う
教
科
書
や
文
房
具
類
は
整
理
整

具
体
的
に
は
、
夏
休
み
前
の
終
業
式
、
後
の
始

７
日
（
月
）
巣
立
ち
の
会

頓
で
き
て
い
ま
す
か
？
机
の
中
や
ラ
ン
ド
セ
ル

業
式
、
冬
休
み
前
の
終
業
式
、
後
の
始
業
式
が

特
別
時
程
５
時
間
授
業

は
ど
う
で
し
ょ
う
？
や
り
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い

校
長

中
岡

盛
一

新
し
く
入
り
、
年
三
回
通
知
表
を
お
渡
し
し
ま

９
日
（
水
）
避
難
訓
練

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

す
。
今
ま
で
以
上
に
細
か
く
子
供
た
ち
の
様
子

地
域
班
下
校

身
の
回
り
が
乱
雑
に
な
っ
て
い
る
と
、
集
中

三
寒
四
温
の
言
葉
通
り
徐
々
に
暖
か
く
な
っ

を
見
取
っ
て
ご
家
庭
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思

特
別
時
程

し
て
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

て
ま
い
り
ま
し
た
。
校
内
の
梅
が
今
が
盛
り
と

い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
時
間
を
今
ま
で
以
上
に

日
（
金
）
大
掃
除

ま
た
、
身
の
回
り
の
乱
れ
は
、
心
の
乱
れ
に
も
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咲
き
良
い
香
り
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。
桜
の
蕾

確
保
す
る
た
め
、
六
月
一
日
の
開
校
記
念
日
は

日
（
月
）
春
分
の
日

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
使
い
た
い
物
が
す
ぐ
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も
ピ
ン
ク
色
に
膨
ら
ん
で
き
ま
し
た
。
い
よ
い

通
常
授
業
と
い
た
し
ま
す
。
台
風
や
イ
ン
フ
ル

日
（
火
）
卒
業
式
練
習
（
６
）

に
出
て
こ
な
く
て
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
や
る
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よ
修
了
式
、
卒
業
式
の
弥
生
三
月
、
学
年
末
の

エ
ン
ザ
等
予
期
せ
ぬ
休
校
に
備
え
て
の
対
応
に

日
（
水
）
卒
業
式
練
習
（
５
６
）

気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
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月
と
な
り
ま
し
た
。
一
年
生
か
ら
五
年
生
ま
で

な
り
ま
す
。

給
食
終

り
ま
す
。
反
対
に
整
理
整
頓
さ
れ
て
い
る
と
、

の
三
百
七
十
八
名
が
そ
れ
ぞ
れ
進
級
し
、
六
年

二
、
新
一
年
生
と
学
級
編
制

日
（
木
）
修
了
式

や
る
気
が
で
た
り
、
落
ち
着
い
て
取
り
組
む
こ
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生
一
組
二
組
五
組
の
九
十
名
が
卒
業
し
ま
す
。

新
一
年
生
は
現
在
の
と
こ
ろ
男
子
三
十
二
名
、

卒
業
式
予
行

と
が
で
き
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

こ
の
一
年
間
、
お
子
さ
ん
の
健
全
育
成
、
学

女
子
三
十
六
名
計
六
十
八
名
で
、
二
学
級
編
制

日
（
金
）
卒
業
式

気
持
ち
よ
く
学
習
に
取
り
組
む
た
め
に
、
学
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力
向
上
の
た
め
、
学
校
の
様
々
な
運
営
に
ご
理

の
予
定
で
す
。
教
室
配
置
は
元
に
戻
っ
て
、
現

日
（
土
）
春
季
休
業
日
始

習
道
具
を
大
切
に
扱
い
、
身
の
回
り
は
整
理
整
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解
を
た
ま
わ
り
、
本
当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

在
二
年
生
が
使
用
し
て
い
ま
す
一
階
の
教
室
が

頓
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
、
自
分
の
回

宿
題
な
ど
の
家
庭
学
習
や
各
種
様
々
な
提
出
物

新
一
年
生
と
な
り
、
現
在
の
一
年
生
は
教
室
変

※
緊
急
地
震
速
報
音
に
よ
っ
て
防
御
態
勢

り
を
き
れ
い
に
し
て
お
く
と
、
他
の
人
も
気
持

に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
更
が
無
く
そ
の
ま
ま
と
な
る
予
定
で
す
。
新
入

を
と
る
「
予
告
な
し
」
の
避
難
訓
練
を

ち
よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
年
一
組
で
は
、
担
任
が
看
護
と
健
康
に
よ
り

生
や
転
校
生
が
多
く
な
っ
た
場
合
は
、
学
級
数

行
い
ま
す
。

整
理
整
頓
が
ど
う
し
て
も
苦
手
と
い
う
人
が

途
中
で
替
わ
っ
た
こ
と
、
子
供
た
ち
と
保
護
者

が
変
わ
り
教
室
配
置
が
大
幅
に
変
わ
る
可
能
性

い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
人
は
ま
ず
、
「
使

の
方
に
は
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

が
あ
り
ま
す
。
学
級
編
制
替
え
は
、
例
年
通
り

っ
た
物
は
必
ず
元
に
戻
す
」
「
物
の
住
所
（
し

た
。

今
の
一
年
生
、
二
年
生
、
四
年
生
で
行
い
ま
す
。

ま
う
場
所
）
を
決
め
て
お
く
」
「
持
ち
物
に
は

次
年
度
も
今
年
度
同
様
、
学
校
と
家
庭
・
地

三
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育

自
分
の
名
前
を
書
く
」
と
い
う
こ
と
を
習
慣
づ

域
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
成
果
を
挙
げ
て
ま
い

の
推
進

け
る
よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

り
ま
す
。
教
育
方
針
や
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ

平
成
三
十
二
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

三
月
は
総
ま
と
め
の
月
で
す
。
今
ま
で
使
っ

き
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催
に
向
け
て
、
練
馬
区

て
き
た
教
室
、持
ち
物
を
き
れ
い
に
し
な
が
ら
、

さ
て
、
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
考

の
小
中
学
校
で
取
組
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

今
年
度
の
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
い
い
か

察
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
来

た
。
次
年
度
は
主
に
指
導
計
画
作
成
を
し
ま
す
。

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
お
家
の
方
か
ら
も
声
か
け

年
度
の
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思

四
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
ま
す
。

に
卒
業
生
が
出
場
し
ま
す
。

（
和
久
井
智
洋
）

一
、
三
学
期
制
へ
の
移
行

・
伊
藤
正
樹
さ
ん
…
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

既
に
ご
周
知
申
し
上
げ
て
い
ま
す
が
、
四
月

・
岩
淵
幸
洋
さ
ん
…
卓
球
（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
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《
３
月
の
生
活
目
標
》

「
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
を

し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
」

３
月
の
行
事
予
定

春
、
三
月



よくできている

１．漢字学習、計算学習など基礎的・基本的な内容を確実に学ばせます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

２．発言や発表の仕方を身に付けさせ（１０のルールの徹底）、学習発表の機会を確保します。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

＊児童は２つの設問の合計の割合

３．教科書の音読、図書の時間などを通して、本を読む意欲を高めます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度 １００％

 　授業では、何を勉強するかが分かっていましたか。（児童）

 　学習中に友達の考えを聞いたり、自分の考えを話したりすることができましたか。（児童）

　 学習のルールを守って学習がすすめられましたか。（児童）

保護者 教職員

８５．７％

保護者 児童 教職員

９２．６％ ８０．２％ ８７．０％

教職員

９１．７％

保護者 児童

８９．９％ ８８．９％

だいたいでき
ている

できていない
ところがある

できていない

平成２７年度　学校評価アンケートの結果報告と考察

　学校評価のアンケートでは、ご協力ありがとうございました。保護者・児童（３年生以上）・教職員の結果をまとめましたので、
ご報告いたします。
今後も、本校の教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

児童 

教職員 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

児童 

教職員 

現状 
・各学年、基礎的・基本的な内容を学ばせようと指導法
を工夫して取り組んでいます。 

今後 
・基礎的・基本的な内容の定着を図るために、学習の
機会を確保するようにします。 
・火曜日の朝学習の時間を活用をして、国語の基礎的
な学力の定着を図っていきます。 

現状 
・教職員は発言や発表の仕方を身に付けさせようと取
り組んでいます。 
・８割の児童が学習のルールを守って学習に取り組ん
でいると捉えていますが、２割の児童が学習の取り組
みができていないと感じています。 

今後 
・学習ルールが定着していない２割の児童について引
き続き指導していきます。 
・１０のルールの周知・徹底を図っていきます。 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

教職員 

現状 
・読書旬間や図書の時間を活用して、本を読む機会
を確保しています。 
・音読も意識的に取り組むようにしています。 

今後 
・家庭でも読書ができるように保護者に読書の必要性
をさらに伝えていきます。 
・国語の研究を通して、読みの学習を深めていきま
す。 
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４．心の教育の要として、道徳授業を確実に行っていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

５．あいさつ、返事、忘れ物など繰り返し指導していきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

６．５組と１・２・３組との交流および共同学習を計画的に進めていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

　　道徳や学級活動などで自分や友達のよさを認め合い、いろいろなことを解決することができましたか。（児童）

　　すすんであいさつができましたか。（児童）

　５組のお友達と勉強したり、遊んだりすることができましたか。（児童）

保護者 児童 教職員

９４．３％ ６６．３％ ６５．０％

保護者 児童 教職員

８７．８％ ９２．３％ ９０．３％

保護者 児童 教職員

９１．５％ ８０．４％ ８５．７％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

児童 

教職員 

現状 
・道徳の授業内容と日常生活とを結びつけて指導し
ていきます。 
・活用しきれていない副読本や資料があるのが現状
です。 

今後 
・道徳の学習では、児童の理解につなげるような指導
方法を工夫していきます。 
・学級会の話合いに必要なものを学校で共有して整
えていくようにします。 

現状 
・年間を通して、大きな変化（成長）はありませんでし
たが、全体的にあいさつはしています。返事をする習
慣は徹底できていない現状があります。 
・忘れ物は家庭に連絡しても協力体制が取れない場
合があります。 

今後 
・あいさつや返事は自発的・日常的に、より習慣づけ
るために新たな取り組みを考えいきます。 
・忘れ物については、根気よく、家庭と連携できるよう
にしていきます。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

児童 

教職員 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

児童 

教職員 

現状 
・運動会でのかかわりなどがあり、保護者の評価が高
くなっています。 
・低・中学年を中心に、遊びや体育等で交流を行っ
ています。 
・予定されていた交流給食は、学年によっては実施
できませんでした。 
 

今後 
・年度始めの計画に沿って、５組と各学年で相談しな
がら、交流及び共同学習を進めていきます。 
・給食や生活の中での交流も実施していきます。 
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７．言葉遣い、友達とのかかわり方を見直しさせ、スクールカウンセラー、心の相談員と連携して子供の生活に対応していきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

＊児童は２つの設問の合計の割合

８．全校で水泳、持久走、縄跳びなど目標をもたせて意欲的に取り組ませます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

９．健康で丈夫な体づくりのため、早寝早起きをさせ、朝食をとらせるようにしていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

保護者

　　友達にやさしくし、助け合って学校生活をおくることができましたか。（児童）

　　その場に合った正しいことばづかいができましたか。（児童）

　　マラソン、なわとびなど、すすんで取り組むことができましたか。（児童）

保護者 児童

教職員

９２．９％ ８８．０％

保護者 児童 教職員

９６．８％ ８９．５％ ９４．７％

８２．７％ ９３．１％

教職員

８４．６％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

児童 

教職員 

現状 
・大人に対する言葉遣いはよいです。敬語が使えて
います。 
・助け合ったり、協力したりしようとする意識は高まっ
てきていますが、まだ課題もあります。 
・カウンセラーや心の相談員との連携は見えにくいで
すが、個別の児童に応じて連携し、対応できていま
す。 

今後 
・それぞれの児童が助け合える場を教師が積極的に
設定し、児童が友達同士で協力し、学校や学級のた
めに動ける児童を育てていきます。 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

児童 

教職員 

現状 
・水泳進級表や持久走カード、縄跳びカードなどを
活用して取り組みました。 
・持久走では、記録会に向けて、多くの児童が進ん
で取り組んでいました。また、記録証は児童の励み
になっているようです。 

今後 
・体力向上として、今までの取り組みを継続するととも
に、体力テストの結果を生かし、体育や家庭での取り
組みをさらに図っていきます。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

教職員 

現状 
・多くの児童は早寝早起きと朝食をとることができてい
ますが、少しの児童に生活習慣の乱れがあるのが現
状です。 

今後 
・引き続き、体育や食育、お便り等で早寝早起きと朝
食の必要性を指導していきます。家庭には、連携が
図れるように声かけをしていきます。 
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１０．５組、いずみ学級、ことばの教室の教員とともに児童一人一人に必要な教育的支援を行っていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

１１．学年に応じて練馬、東京、日本の文化・伝統、自然を生かした学習を進めます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

１２．進んで情報発信（各種たより、ＨＰ、学校連絡メール等）をし、学校の様子が分かるようにしていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

９５．５％

保護者 教職員

８８．７％ ９６．０％

保護者 教職員

９１．８％ １００％

保護者 教職員

９３．９％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

教職員 

現状 
・児童についての情報や指導について、教員間で連
携し、個別に応じた教育的支援ができていると捉えて
います。 

今後 
・引き続き、５組、いずみ学級、ことばの教室の教員と
協力・連携できるようにしていきます。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

教職員 

現状 
・３年生の小泉牧場、４年生の練馬大根などの学習で
は、児童は、積極的に取り組んでいます。また、保護
者の意識も高いと感じています。 
 

今後 
・地域の特色を生かした学習は総合的な学習の時間
などを通して、継続して続けていきます。 

現状 
・学校だより、学年だより、保健だより、給食だよりなど
で必要な連絡や周知を行っています。 
・学校連絡メールが活用されています。 
・ＨＰは計画的に更新できないときもあったのが現状で
す。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

教職員 

今後 
・引き続き、各種たよりで保護者への連絡や学校生活
を様子を伝えていきます。 
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１３．ご家庭の協力のもと、家庭学習の習慣が身に付くようにしていきます。（１０分×学年）

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

１４．大泉中学校との小中一貫教育を継続していきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

１５．体罰や問題行動など服務事故を起こさないようにします。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２７年度

保護者 教職員

９４．７％ ９６．７％

保護者 児童 教職員

保護者 教職員

７９．２％ ９２．０％

　　　おうちでもすすんで学習ができましたか。（児童）

８４．９％ ７５．１％ ８６．４％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

児童 

教職員 

現状 
・生活習慣が身に付いていない児童が家庭学習も身
に付いていない現状であります。 
・すすんで家庭学習に取り組んでいるか分かりません
が、８割弱の児童は家庭学習の習慣は付いています。 

今後 
・宿題をやってこなかった児童には、最後まで取り組
めるような支援方法を考えていきます。 
・低学年で家庭学習の習慣が身に付くように保護者
会や学年だより等で呼びかけていきます。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

教職員 

現状 
・約２割の保護者が小中一貫教育に対して、意識を
していない現状です。 
・昨年度と比較すると、小中一貫教育への取り組みが
もう少しであると捉えています。 

今後 
・学校だよりなどで保護者へ小中一貫教育の取り組
みを紹介していきます。 
・会議室横の掲示板を小中一貫コーナーを設置し、
小中一貫の取り組みを掲示していきます。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者 

教職員 

現状 
・全教職員が服務事故防止研修会を年に２回受けて
います。 
・教職員一人一人が服務事故を絶対に起こさないよう
意識しています。 

今後 
・今後も服務事故は絶対に起こさないという意識で取
り組んでいきます。 
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